












見て取れた（図12ｃ）。また、裾花川からの山風が表れた
時間には南側に位置する犀川から吹出す南西風が長野市
に吹き込む様子も見られ、裾花川からの北西風と犀川か
らの南西風の二方向からの風が合流する風の場となって
いた。この南西風は、DL２号機が捉えた南西風と同様の
風向であることから、DL２号機で捉えた南西風は、犀川

付近から吹いてくる風であったと考えられる。
　次に、測線 B-B’における温位の時間変化から、８月７
日22時00分には水平距離３～４km では、地上から約300
ｍにかけて斜面に沿う下降流が見られた（図12ｄ）。この
下降流は、22時20分には風速は約3.5ms－1となった。風上
側には新たに谷筋からの下降流が見られ、時間経過と共

図12　�2015年 ８ 月 ７ 日22時00分～22時40分の地上付近の温位と水平風の分布と同時刻の測線B - B’における鉛
直断面図。（a, d）22時00分、（b, e）22時20分、（c, f）22時40分。側線C - C’、側線D - D’、側線E - 
E’は図13における断面図を示す。▲は DL を設置した地点と⒡中の赤破線の楕円は、ハイドロリック
ジャンプが起こったとされる領域を示す。
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に裾花川からの山風は強化していた（図12ｅ）。22時40分
には、風上側の下降流は斜面を一気に滑走し、山風の厚
さは地上から約500ｍまで達した（図12ｆ）。さらに、裾
花川谷口付近では山風はジャンプする様子が見られるこ
とから、ハイドロリックジャンプが起きていたと考えら
れる。
　図13に裾花川谷筋を南北方向に見た温位と南北風の鉛
直プロファイルを示す。22時00分の C - C’断面では、両
側の山から谷間に向かって斜面下降風が見られ、谷底で
は山腹よりも温位は低下していた。22時20分の D - D’断
面では、裾花川左岸の飯綱高原からの斜面下降風があり、
谷底では循環がみられた。22時40分の E - E’断面では、
裾花川の谷口よりも温位は0.5～１K 程度低下していたこ
とから、冷却された空気塊が長野市内に流れでたともの
考えられる。

８ ．まとめ

　本研究では、2015年８月１日～８日の期間について DL

の観測と WRF モデルを用いて裾花川およびその周辺の
山風の解析を行った。この期間は全国的に猛暑であり、
長野市では比較的晴天であった。８月７日夜間から８日
の明け方までには、裾花川谷口からの４～５ms－1の山風
が吹いていた。また、DL で捉えた山風の鉛直プロファ
イルから厚さは200ｍ程度であった。モデル結果でも、裾
花川から山風の厚さは地上から約200ｍであり、DL で捉
えた山風の厚さと同じであった。図14に長野で観測した
山風の概念図を示す。地上付近の温位の時間変化から、
空気塊は裾花川谷口付近から流れ始め、一気に斜面を滑
走する山風が見られた。この時の温位低下は、0.5～１K
程度であった。また、長野市内では裾花川からの山風（西
北西風）と犀川から吹き込む風（南西風）とが合流する
風の場であることがわかった。さらに、風が合流する裾
花川周辺では、下降流がジャンプするのが見られたこと
から、ハイドロリックジャンプが起きていたと考えられ
る。
　しかしながら、2015年８月７日～８日の事例では裾花
川からの山風よりも、長野市内の方が温位は低下してい
たため、市内でヒートアイランドが起きていなかったも
のと考えられた。今後こうした事例を積み重ねて、山風
および局地循環を明らかにしてゆきたい。
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図14　長野市裾花川谷口付近で観測された山風の概念図。
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Abstract:
　The mountain breezes were captured by Doppler lidar （DL） in Nagano city. Analysis target is 8th from August 
1, 2015. During this time Nagano city experienced a heat wave under the influence of Pacific anticyclone. Analysis 
based on line-of-sight （LOS） data from DL revealed that the mountain breezes at the Susobana river valley 
entrance had a thickness of 100 to 200 m. Furthermore, numerical simulation using the WRF model showed that 
the mountain breezes （northwesterly） from Susobana river valley entrance converge with background winds 

（southwesterly）. In the convergence area, mountain breezes exhibited hydrolic jump-like nature.
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